
 

 

第３７号及び第３８号議案資料              令和５年４月２７日 

                           都 立 学 校 教 育 部 

 

 

東京都立学校設置条例の一部を改正する条例の立案依頼外１件について 

 

東京都立学校設置条例の一部を改正する条例の立案を依頼する議案及び東京都立学   

校設置条例施行規則の一部を改正する規則を制定する議案を付議する。  

 

記 

１  改正内容  

（１）東京都立学校設置条例の一部を改正する条例  

 校舎の老朽化による改築工事等の実施に伴い、一時的に仮設校舎に移転す

る。この移転にあたり、位置を変更する必要があるため、別表（第２条関係）

中、５特別支援学校の項中、次の学校の位置を、次のとおり改正する。  

名         称  位         置  

東京都立村山特別支援学校  武蔵村山市緑が丘１４６０番地１  

東京都立清瀬特別支援学校  清瀬市中里四丁目７８８番地１  

 

（２）東京都立学校設置条例施行規則の一部を改正する規則  

   「東京都特別支援教育推進計画（第二期）」に基づき、職能開発科を設置す

ることに伴い、東京都立練馬特別支援学校の学科について、次のとおり改め

る。  

名        称 障 害 種 別 課 程  学 科 

東京都立練馬特別支援学校  知的障害  高等部 普通科 

職能開発科  

   ※  下線が改正部分  

 

２  都議会に付議する時期（条例関係）  

  令和５年第二回東京都議会定例会  

 

３  施行期日  

（１）東京都立学校設置条例の一部を改正する条例は、令和５年９月１日から施行

する。  

（２）東京都立学校設置条例施行規則の一部を改正する規則は、公布の日から施行

する。  

   

４  その他  

（１）学校概要等は別紙のとおり。  

（２）本案決定後、条例について知事に立案を依頼する。  

（３）本案決定後、規則についての公報登載を知事に依頼する。  
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東京都立村山特別支援学校の概要 

１ 概要 

  村山特別支援学校は、肢体不自由教育部門の特別支援学校である。 

  校舎の老朽化による改築工事の実施に伴い、一時的に仮設校舎に移転する。 

 

２ 現設置場所 

東京都武蔵村山市学園四丁目８ 

 

３ 仮設校舎設置場所 

  東京都武蔵村山市緑が丘１４６０番地１ 

 

４ 既存施設建築年 

校舎棟（体育館含む）：昭和４９、５３年 

 

５ 学部等 

  肢体不自由教育部門 小学部、中学部、高等部部門 

 

６ 学校規模等 

  ３３学級１０４名（令和４年５月１日現在）※訪問学級を除く 

 

７ 仮設校舎供用開始 

  令和５年９月 

   （普通教室 ３４教室を建築） 

        

８ 新校舎供用予定年度等 

  令和９年度 

（普通教室 ３４教室を建築予定） 

   

９ 全体計画 
 

 2年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 

本 校 舎 

（学園） 

          

仮設校舎 

（緑が丘） 

    仮校舎

使用 

 

   

 

実施設計 

解体 

建築工事 

仮設校舎使用 

供用 

開始 

仮設工事 

設計等 
解体 

基本設計 
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東京都立清瀬特別支援学校の概要 

１ 概要 

清瀬特別支援学校は、知的障害教育部門の小学部、中学部を設置する特別支援 

学校である。校舎の老朽化による改築及び改修工事の実施に伴い、一時的に仮設校

舎に移転する。 

 

２ 現設置場所 

東京都清瀬市松山三丁目１番９７号 

 

３ 仮設校舎設置場所 

  東京都清瀬市中里四丁目７８８番地１ 

 

４ 既存施設建築年 

校舎棟、プール棟、体育館：昭和５５年 

旧高等部棟：平成１９年 

 

５ 学部等 

  知的障害教育部門の小学部、中学部 

 

６ 学校規模等 

  ５５学級２４４名（令和４年５月１日現在） 

 

７ 仮設校舎供用開始 

  令和５年９月 

   （普通教室 ７０教室を建築） 

   

８ 新校舎供用予定年度等 

  令和９年度 

（普通教室 ７０教室を建築予定） 

  

９ 全体計画 
 

 2年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 

本 校 舎 

（松山） 

          

仮設校舎 

（中里） 

 
 

  仮校舎使

用 

 

   

 

基本設計 解体 

建築工事 

仮設校舎使用 

供用 

開始 

仮設工事 

解体 

実施設計 

設計等 
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東京都立練馬特別支援学校への職能開発科設置について（概要） 

１ 職能開発科の設置 

東京都特別支援教育推進計画（第二期）に基づき、障害の程度に応じたきめ細かい職業教育や

就労支援を行うため、知的障害が軽度から中度の生徒を対象とした職能開発科を、既設の５校に

加え、新たに３校に設置し、都内計８校に設置予定 

 

＜職能開発科の設置校と設置年度＞ 

・足立特別支援学校（平成 26年度設置） 

・港特別支援学校（平成 28年度設置） 

・江東特別支援学校（平成 30 年度設置） 

・東久留米特別支援学校（令和３年度設置） 

・青鳥特別支援学校（令和 5年度設置） 

・練馬特別支援学校（令和 6年度設置予定） 

・南多摩地区特別支援学校（仮称）（令和 6年度設置予定） 

・北多摩地区特別支援学校（仮称）（令和 9年度設置予定） 

 

都内で６校目となる職能開発科を、練馬特別支援学校に設置する。 

 

2 東京都立練馬特別支援学校について 

○ 学校規模等 

知的障害教育部門 高等部  

  普通科           ２２学級    １５２人（令和４年 5月１日現在） 

  職能開発科         ６学級程度   約６０人 

○ 職能開発科設置時期 令和６年４月 1日 

○ 位  置       東京都練馬区高松六丁目 17番１号 

○ 学校沿革       

平成 23年 4月 1日 練馬地区特別支援学校（仮称）開設準備室設置 

平成 24年 4月 1日 東京都立練馬特別支援学校開校 

令和 4年 2月から令和５年８月 増改築工事  

 

※ 都立知的障害特別支援学校高等部の職業教育について 

東京都特別支援教育推進計画（第二期）において、障害のある生徒の自立と社会参加に向けた多様

な進路希望にこたえるため、職業教育の充実を図ることは極めて重要と位置付けている。 

 

■ 重層的な職業教育の展開 
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議

案

 

東
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都

立

学

校

設
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条

例
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を

改

正

す

る

条

例
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案
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頼
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つ

い
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東

京

都

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

を
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る
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例
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事
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月

二

十

七

日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
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都
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育

委
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会
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東

京

都

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

 
東

京

都

立

学

校

設

置

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

東

京

都

条

例

第

百

十

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

別

表

五

の

部

同

村

山

特

別

支

援

学

校

の

項

位

置

の

欄

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

武

蔵

村

山

市

緑

が

丘

千

四

百

六

十

番

地

一

 

 

別

表

五

の

部

同

清

瀬

特

別

支

援

学

校

の

項

位

置

の

欄

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

清

瀬

市

中

里

四

丁

目

七

百

八

十

八

番

地

一

 

 
 

 

附

 

則

 

 

こ

の

条

例

は

、

令

和

五

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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（

提

案

理

由

）

 

 

東

京

都

立

村

山

特

別

支

援

学

校

及

び

東

京

都

立

清

瀬

特

別

支

援

学

校

の

位

置

を

変

更

す

る

必

要

が

あ

る

。
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東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
条
例
第
百
十
三
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 

改
正
案 

現
行 

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で 

（
略
） 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

 

一
か
ら
四
ま
で 
（
現
行
の
と
お
り
） 

 

一
か
ら
四
ま
で 

（
略
） 

 

五 

特
別
支
援
学
校 

 

五 

特
別
支
援
学
校 

名 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

称 

位 
 
 
 
 
 
 

  
 

置 

東
京
都
立
文
京
盲
学
校
か
ら
同
城

南
特
別
支
援
学
校
ま
で 

 

同 
 
 

村
山
特
別
支
援
学
校 

  

同
八
王
子
東
特
別
支
援
学
校
か
ら

同
足
立
特
別
支
援
学
校
ま
で 

 

同 
 
 

清
瀬
特
別
支
援
学
校 

  

同
葛
飾
特
別
支
援
学
校
か
ら
同
武

蔵
台
学
園
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

  
武
蔵
村
山
市
緑
が
丘
千
四
百
六
十

番
地
一 

 

（
現
行
の
と
お
り
） 

  

清
瀬
市
中
里
四
丁
目
七
百
八
十
八

番
地
一 

 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 

名 
 
 
 
 
 
 
 
 

称 

位 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

置 

東
京
都
立
文
京
盲
学
校
か
ら
同
城

南
特
別
支
援
学
校
ま
で 

 

同 
 
 

村
山
特
別
支
援
学
校 

  

同
八
王
子
東
特
別
支
援
学
校
か
ら

同
足
立
特
別
支
援
学
校
ま
で 

 

同 
 
 

清
瀬
特
別
支
援
学
校 

  

同
葛
飾
特
別
支
援
学
校
か
ら
同
武

蔵
台
学
園
ま
で 

（
略
） 

  

武
蔵
村
山
市
学
園
四
丁
目
八
番
地 

  

（
略
） 

  

清
瀬
市
松
山
三
丁
目
一
番
九
十
七

号 

 

（
略
） 
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第
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案
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京
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立

学
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置

条
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施
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規
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を
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正

す
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則
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の

と
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り
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定

し
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る

。 

令

和

五
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二

十

七

日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東

京

都

教

育
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会
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東

京

都

立

学

校

設

置

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 
令

和

五

年

 

月

 
 

日

 

東

京

都

教

育

委

員

会
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

 
 

号

 

東

京

都

立

学

校

設

置

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

東

京

都

立

学

校

設

置

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

九

年

東

京
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教

育

委

員

会

規

則

第

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

別

表

三

の

項

中

 

「
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馬

特

別

支

援

学

校

 
 

知

的

障

害

 
 

 

高

等
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普

通

科

 
 

 
 

 
  

を

 

 
 

 
 

 

」

 
 

 

「

 
 

 
 

 
 

 

 

同

 
 

 

練

馬

特

別

支

援

学

校

 

知

的

障

害

 

高

等

部

 

普

通

科

、

職

能

開

 

発

科

 
 

に

 

 
 

 
 

 

」

 
 

改

め

る
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附

 

則

 
こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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（

提

案

理

由

）

 
東

京

都

立

練

馬

特

別

支

援

学

校

へ

の

職

能

開

発

科

の

設

置

に

伴

い

、

学

科

を

設

定

す

る

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

。
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東
京
都
立
学
校
設
置
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
表
（
第
三
条
関
係
） 

 

一
及
び
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

三 

特
別
支
援
学
校 

 
 

名 
 
 
 
 
 
 

称 

障 

害 

種 

別 
 

課 

程 
 

学  

科 

東
京
都
立
文
京
盲
学
校
か
ら
同
品

川
特
別
支
援
学
校
ま
で 

同 
 
 

練
馬
特
別
支
援
学
校 

 

同
青
山
特
別
支
援
学
校
か
ら
同
武

蔵
台
学
園
ま
で 

（
現
行
の
と

お
り
） 

知
的
障
害 

 

（
現
行
の
と

お
り
） 

（
現
行
の
と

お
り
） 

高
等
部 

 

（
現
行
の
と

お
り
） 

（
現
行
の
と

お
り
） 

普
通
科
、
職

能
開
発
科 

（
現
行
の
と

お
り
） 

 

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で 

（
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
表
（
第
三
条
関
係
） 

一
及
び
二 

（
略
） 

三 

特
別
支
援
学
校 

 
 

名 
 
 
 
 
 
 

称 

障 

害 

種 

別 
 

課 

程 
 

学  

科 

東
京
都
立
文
京
盲
学
校
か
ら
同
品

川
特
別
支
援
学
校
ま
で 

同 
 
 

練
馬
特
別
支
援
学
校 

 

同
青
山
特
別
支
援
学
校
か
ら
同
武

蔵
台
学
園
ま
で 

（
略
） 

 

知
的
障
害 

 

（
略
） 

（
略
） 

 

高
等
部 

 

（
略
） 

（
略
） 

 

普
通
科 

 

（
略
） 
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